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Abstract : During the period仕omJune to September，羽田， minoractiviti白 ofVol回 m
Sakurajima, one of the most active Vol回 noin the Kirishima volcanic仕ainin the Kyushu 
Province, were repo凶edby the Kagoshima Meteorological Ob鵠 rvato可・ (Fig.1). Aαord・
ing to the report principal activities of the vol目的 were民 αirredin the following four 
periods; (i) from the end of June to early in July, (ii）回medays before and after the 
お：th,July, (iii) early in Au伊 stand (iv) from the end of August to伺 rlyin September. 
Corresponding to these periods of the volcanic activity, earth-potentials were changed 
markedly in both槌 stand north components at Kan句a,which is situated at the dis・旬nce
about 27 km. south-east to the volcano. (Fig. 2). In the figure daily m阻 nvalues and their 
smoothed gradual changes were shown. 
In acco吋ancewith these facts, moreover, it is also interest泊Jto note that vol回 nic

microtremors occurred more frequently in the periods of larger values of earth・potentials 
than did in the periods of smaller values as far as the period from the end of January to 
the middle of June are concerned. 

省官火山爆発後現地に~ける地電慌の娼時観測は屡々行われているが，O特定の火山について

爆発前後にわたって連続して観測した結果はあまり知られて友い.2）ζれには特別に火山観測所を

設けるとか，或既設の施設に観測を附加するととが必要であるのでとかく実現がむつかしい．観

却のやり方は，火口に極〈接近してやる場合とか，若手離れた土地でやる場合tc主って多少基練

の長さ，方向，護士とかに差異をつけた方がまいと思われるが大体は通常の方法と異るととは君主い

と思う，地磁気観測所鹿屋出張所は槙島火山の南東約 'Z'l粁の地にあって鹿屋市に入っている．閥

珂岳，額島，霧島ととの南九州の火山脈の活動，特に観島の噴火の歴史はわれわれのまだ新しい

記僚の泣かにある．とLに遮ペょうとするととは鹿屋の常醗地電流と，昭和 25年 6月末頃から

の榎島火山の活動と何等かの闘輔がありはしたいかとの予想のもとに調査したもので， その結果

必将来もっととの方面に関心を持って地電流の観測をやる必要のるるととを見曲したのでと・りあ

え十報告する．資料の集積と共に更に詳しい研究が行われる様tr:怠るととを期待する．

・19印沼.8.名古盛大学における地震学会にて購蹟



&2 鹿島置における地低減。~-ft~領lb火山活動について

I. 鹿屋における地酷荒観測施設の榔嬰

測定地は五万分｝地図にてもわかるように四図はほぼ千担で大部分は農耕地になっている．土地

はほぼ一様な火山友土質で，地下水
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基線は東厨 1.65粁，南北2.80粁

の比較的長いもので，外に的 l/io程度の短基級の柿助基線がある．土地がlf担のため施設を行っ

たP，保守したPずるのに；姉岡たどにくらべると都合がよい．もちろん気象的環境は大いに異る．

電極は決紫棒（松下電気・会批）の複電極？でほぼ地下3米に埋設してある．導線は架宰線被服線（2粍）

で電極から地漢商までは細いケープJレ線を使用してある．電極の設置の方法モの他は通常のよう

にしてゐる． 配鍬は高抵抗（マシガ旦ン級）と検流計とによる．鹿線回路常畿の決定， 暗密其

他野外施設の保守等については柿岡と同様である． とLでは所探地電流の変化の量治宝11、さいので

基紘を長くして， 局所変化の影響を放るペC小さくしようと考えて．いる．

n.火山活動と地電涜の資料

地電流の方は両成分の毎時｛也による日平均を使う， 若干の次測時間のある日も著しく前後と異

らないものは一応使用する．豪雨地電流嵐主主どによるは：っきりした異常変化は除外する．資料の期

聞は・1街O年I月から IV月までである．単位はミ Pボルト／粁である．火山の方は気鋭要覧原稿と

して中央気象台地震線tc:鹿児島胡｜股所から諮った報告，ま？と V月末からの活動に関しては同測候

所の「槙島活動調査・（第1報）」並に電報報告を差是服する.VI月末以前にゐける地電減色火山活動と

の関係をみるためには鹿児島測候所観測の前記報告中の火山性微動を採りあげた.VI月末以降は



鹿屋におげる黄色電ta(l) ff.fl:主観局火山首5・~について

主とLて噴煙色，降友砂，時費等。記事と対照した．撮勤は舶

倍のウイーへJレト水平動記録。金援輔の醗取で失の様花区分さ

れる．採用したのは階級1以上のものである．窓会：島火山の

最近の情感欣況はいづれ闘係報告物に掲擁されると思う．

m. 米曲活動と地電涯R~ととの相関
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上記費料を図tc記λすると第2図の様にたる．地電流の日々の値は若干変動あるが， とれを王子
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滑してその大勢。鴻長に着目する． 細い褒劫中には所開地電流嵐や， 測定上の偶然変動の外

に降雨による一時的危密化も入っている． とれらはまた別の機会に吟味したい・とれらは大勢の

傾向をみるためには支障泳いと考えられる． 乙の大勢の傾向は図ψ実線に示しである・とれ主み

ると両基線は若手有L寸設があるが大体位ょった消長を示Lている・ 曲線が上方に変化するのは地

畦位が西及甫に沿いて高〈たるととを示している・ 中央に細い縦線で示したのは上記火山性微動

のあった日を示す．まづ VI月末からの火山の活動と地電流の変化とを比較してみる・第 2図中

・印の郁は火山活動顕著の時期である．

.A. VI月以降における火山活動と地寵諸

VI月29日陀は槙島黒神村に》いて爆発普及降友砂あり，天7.k白濁したと’aうるが槙島はとの頃か

ら著しい活動を始めたとJ思われる． ζの前月 'Z'I日には淡いが黒色の噴煙が観測されている．そ

れ以降VII月の朕況は1日20時， 3日10時に鳴動， 4日12時 4S分に爆発脅，黒色噴煙をみてい

る・モれから一寸聞を沿いて9日に鹿児島市天保山町方面にて降友を観測， 10日頃は甫岳北東方

面舵噴気盛んであった．っぽいて13自には温厚注黒褐色噴煙あP噴気はっぽい？と．その後記事1.t.

〈滑長不明たるも幾分義へたもの L如＜.15日・18時10分～19時∞分渋い友黒色の噴煙をみて

いる．しかし19日頃より再び活動に移ったらし〈当日鹿児島市内に降友，また榎島に鳴動を聞い

ている．活動場所は先日来の甫岳！日大口北辺の如きであった： とれにp.さつYき 22日の観剖で

は多量の噴煙と降衣砂；をみているし，翌：23自には天保山町に降友， 24日13時 26分噴煙多量，



3, 泌虚における地電波1Z>~UU複助火山活動について

また降寂砂・と記されている. 25自には22.4gr/mtの降友砂をみた相当の括動を起した． 噴出ロ

はささのものよ P幾分甫によったと思われた．とれらの火山活動に相当した期間中の地電流の変

化をみてみよう.(i）火山第一回の活動期すたわちVI月末よりVll月上旬にかけてのものに対して

は VI月初日頃より平滑曲線は念拝して砥ぽVI月29目前後において最大値に濯している．各測

定点側々をみても上記噴煙及降友砂のあった附近に値が大を〈怠っているととは注意される.(ii) 

戎に第2問自の主要活動，すなわち VII月25目前後の火山活動に対してほ（i）と同様に曲線は

VII月18日頃かち大きく変化し初めている．東西，甫北両成分に共通している．若しとれらの地

電流が火山に関係すると仮定すると，地電流に北脚搬ミ Pボルト／粁の変化がit>ヲ？とととになり，

第 1図の霧島火山脈方向に時々平行しているととが意味あるようにJ思われる．参考までに通常の

汎世界的地電流の日変化の較差をみてみると下表の如〈大体同程度である． ただし今の場合は約

10日聞の聞にとれだけの装化をしているのでおる．

自変化絞遊

3誕百 ifj北

目印VII 7.2 3.5 

Vll I 6.4 4.4 

(iii) 戎陀VIII月以降の火山活動は報告が印刷にたってたいが電

報その他の報告によると8日には噴煙多量，降友砂（93gr/m2），砲聾

がるった．怖との目指宿｛第1:S) に髭度目の局発地震があった

という． との頃の地電流をみるとやはり前と問機著しい変化が両成

分共4日頃から初っている．特に甫北成分はとの頃より著しい変化を示しているととは注意され

る.10日以降は著しい火山活動が猿かったのか報告が泣い．

(iv) しかし月末却， 31自にほ再び活発とたり後者に治いては降拘抄があった．とれに対して

東西成分は羽田附涯に山を持つ矢張り相当た増大を示している．南北成分は14目落留以後地電

位差の絶対値が愈に変ったので註窓する必要がある．

IX月に入っても 3～5日頃は火山は活動して沿11'5自には噴煙多量降友砂の報告がある．と

れ以降は火山の費料が集ってたいので，今後の調査に待ちたい．

とれを要するに主要注火山活動期の4群について地電流は問機'l'.r.変化（主として東西成分）をし

ており，他の期間作五月以降）にはそれ程変動は目立ったものがたい．今後じゅうぶん注意して

会〈ととが必要であると共に観測値に友ぽす他の影響の除去に努力してゆ〈ととが大切である．

B. VI月以前の火山活動と地電涜

上記のように火山活動の目腸出来る明瞭危時期で念い場合はどうであろうか， とれには今の所

火山性撤動の如き常統的に観測されるものを火山活動の目安とする外泣い．第2図の東西成分に

主として着目して女の様に考えてみた．地電流の一般傾向は I月の徐々1l:上昇を除外すると大休

一定1'.r.値の前後に変動がみられるので， I月24日の平滑曲線の谷C部から初めて各山と谷の部を

図の矢印に示す如〈目じるしをつける．とれらは曲線の最高あるいは最低位をもってする．そう

すると戎の第1衰の如＜ 1.まるでるろう．



35 鹿股における地電池の変化と複烏火山活動について
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両区分に全く無関係に一様に起ると考えると「山の部Jに微動の起る磁寧は， ρ＝宮正吉＝0.51,
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 常に悶ーの資格を持って地電波と相関

しているかは猫踏めるととが必要であるが， 一応平20 I c。＂ 6 
(21) I vu・v （η 

常に近い期間中においても何等かの両者聞の関係は考厳しておかねば怠るまいと思う．

以上は僅にーヶ年に充たたい期間中のととであるが，将来鹿屋の観測は槙島という，

児島に治心、ては絶えす＝足下を〈すぐEうれているようた目前の自然の挑戦陀対して何等かの寄与を

tr..し縛るでわt:;,いかというととを期待して，その観測精度の向上，施設の充実に一段と努力を鐘す

ととが希まれる．

経りに現地に沿いて諸種の観測上及日常生佐七の困蟻にうちかつて不便の地に観測を運行され

ている虎谷健一，横内恒男の両君の努力に謝意を表すると共に， 費科の入手につき侮宜を与えら

れた中央気鋭台地震報及鹿児島測候所に対しτ御前しま：申します． (1950. x. 10) 
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sci., Kyoto Imp. Univ・. ser. A, Vol. XXIII, No. 3 (1940). 
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